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──「市民的不服従と現代」について
みなさんこんにちは。ただいまからシンポジウム「「共生」──問われる日本
社会」を始めます。まず最初に、本日の司会をつとめさせていただきます私、和
光大学の道場の方から、シンポジウムの趣旨を説明させていただきます。
私たちの同僚であるロバート・リケットさんが今年度で定年退職されます。こ
のリケットさんの退職をひとつの機縁として、「市民的不服従と現代」という連続
シンポジウムを和光大学の教職員・学生・卒業生で企画いたしました。リケットさ
んは 20 代の青年時代にベトナム戦争下のアメリカ軍を無許可離隊＝脱走し、カ
ナダで大学院生活を送っていた 70 年代終わりに日本の三里塚闘争に出会い、こ
の運動を研究するために 1980 年に来日しました。その後、85 年に外国人登録法
に基づく指紋押捺を拒否、裁判を闘うことになります。リケットさんの歩みの中
には、20 世紀のさまざまな「市民的不服従」の軌跡が刻まれています。
「市民的不服従」とは、人道・人権に反した「法」や「ルール」に対して自らの
良心に従って非暴力の不服従を貫くということです。20 世紀の時代経験は、巨
大な暴力を備えた国家の戦争行為や、差別や人権抑圧といった暴力を構造化した
社会制度に対する問い直しと抵抗の軌跡に彩られています。二度の世界戦争の経
験から導き出された「人道に対する罪」の概念は、不正な殺戮や支配に対して一
人一人の人間が拒否する義務と権利を持つことを明らかにしました。また、20
世紀半ばのアメリカにおける「公民権運動」の経験は、社会の中に構造化された
差別を解体し人間の尊厳を取り戻す闘いの基礎に、すべての人間存在に対する敬
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「共生」── 問われる日本社会
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意と肯定が力強く横たわっていることを明らかにしまし
た。公民権運動は、同時代のベトナム反戦運動や先住民
族解放運動、セクシャルマイノリティの解放運動などと
共振しあい励ましあいながら、物理的な暴力と構造的な
暴力の克服を一人一人の生き方から問うていく、政治
的・文化的な価値変革の運動でもありました。
植民地支配に対する明確な反省もなく、それゆえに政
治的・文化的な「脱植民地化」を主体的に行いえなかっ
た戦後日本社会において、人間として生きる権利を求め
た指紋押捺拒否闘争は、この社会における「公民権運
動」であったといえると思います。
排外主義的な暴力が公然とまかり通り、秘密保護法、閣議決定による解釈改憲
をはじめ「戦争のできる国家」を求めた法制度の整備が進む 21 世紀の日本にお
いて、いまこそ 20 世紀の経験をふりかえる意味があるのではないでしょうか。
人種差別と植民地主義のない世界、戦争と暴力を克服した世界、これが 20 世紀
の人びとが抱いた理想であったとすれば、「20 世紀」は過去のものではなく、「い
ま」そのものであります。
──指紋押捺拒否闘争をふりかえる
そこで今回の第 1 回では、「「共生」──問われる日本社会」と題し、80 年代指
紋押捺拒否闘争をふりかえるとともに、ヘイトスピーチの暴力を許してしまって
いる「いま」の日本社会について考えたいと思います。
日本社会の「国際化」が社会的な議論の焦点となっていた 1980 年代。「国際社
会」にふさわしい人間的関係のあり方を求める取り組みが、国籍や民族を超えて
行われました。とくに「多文化共生」の焦点となったのは、「指紋押捺」の問題で
した。また、指紋押捺制度は「戦後」といわれた新しい制度・社会において、当
初から排除と封じ込めによって旧植民地出身者を管理してきた日本政府の外国人
政策と「戦後処理」のあり方を象徴する制度でもありました。
1980 年 9 月の韓宗碩さんの拒否に始まる 80 年代の指紋押捺拒否闘争は、はじ
めは「たった一人の反乱」として始まりましたが、次々と「個」の立場で立ち上
がる人びとが登場する中で広まり深まっていきました。1985 年までには 1 万人
を超える人びとが指紋押捺を拒否しています。
「10 人いれば 10 通りの物語がある」と田中宏さんが語っているように、運動
の中で拒否者たちは自らの「生」、生きてきた道すじや生きる現実を語りました。
21 歳で拒否をしたピアニストの崔善愛さんは、裁判の中で「はやすぎる自叙伝」
を語らなければならなくなったと述べています。
「ひとさし指の自由」を求めるこの「不服従」運動は、少しずつ日本社会にイ
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ンパクトを与えていきました。多くの日本人がこれに呼応し、市民グループや自
治体労働者、そして自治体首長も、この政策の変更を求めました。たとえば、川
崎市の伊藤三郎市長は、1985 年 2 月 23 日に「人権尊重という観点から、指紋押
捺を拒否している在日韓国人を市としては告発しない」と発言し、町田市の大下
勝正市長は、自治体に対して指紋不押捺者を告発するようにとの法務省の通達に
対し、「通達は外国人の人権と地方自治を侵害する」と、これを返上する立場を表
明しました。こうした地域・自治体における共感と人権尊重の協働作業が、90 年
代における外国人参政権や公務員就任権をめぐるさまざまな外国人政策の提案、
政策化の運動につながっていったといえるでしょう。
その後、1990 年代末には押捺制度そのものが廃止になりました。田中宏さん
は指紋を拒否した人々に対する刑事裁判を指して「被告人が逆に日本政府を告発
する裁判だった」と回想しています。80 年代の指紋押捺拒否闘争は日本の法制
度を変えました。また、そこから「共生」ということが語られるようにもなりま
した。しかし、2000 年代以降、このような「多文化共生」に向けた多様な努力
を標的とする「バッシング」がこの社会を覆いはじめています。そしてここ数年
のヘイトスピーチまで、さまざまな「マイノリティ」に対する不寛容な考え方や
言動があからさまに投げつけられるような状況があらわれています。内攻する日
本社会を変えていく契機をどのように考えたらいいのか、日本社会が直面してい
る問題とは何か、そうした議論を深めることができればと思います。
まず、第 1 部では、映画監督の呉徳洙さんによる 1984 年・87 年の作品「指紋
押捺拒否」「続・指紋押捺拒否」から、今日のシンポジウムのために特別に編集さ
れた映像をまず上映していただき、次いでリケットさんの講演をいただきます。
まずは呉さんから、この映像についてひとことお願いいたします。
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